
海外安全対策情報第２四半期 

 

１．社会・治安情勢 

リオデジャネイロ州全域で拳銃，機関銃，手榴弾等を使用した殺人，強盗等 

の凶悪事件が引き続き多発している。特に，近年，リオデジャネイロ市内に約

１，０００箇所存在するといわれるファベーラ（貧民街）を中心に，麻薬密売

組織間の銃器を使用した抗争が頻発し，治安に重大な影響を与えてきた。これ

を受け，軍警察は，２００８年に最初の軍警察治安構築部隊（UPP）をドナ・マ

ルタ地区のファベーラに設置し，以降，大規模な制圧作戦を継続している（２

０１５年１０月現在，リオ市内に計３９の UPP を設置し,２６７のファベーラを

管轄）。 

UPP をはじめとした治安当局による麻薬密売組織対策活動において度々銃撃

戦が発生しているほか，治安当局の取締りに反発するファベーラ住民と軍警察

との間の抗争も活発化しており，流れ弾による一般市民への被害も散見される。 

また，依然として貧困層の若者による「アハスタウン（地引き網）」と呼ば

れる集団強盗事件が市内中心部，海岸及び幹線道路沿いで後を絶たない（本年

に入ってから，これまで安全と言われてきた南部地区の地下鉄内においてもア

ハスタウンが連続発生）。治安当局もこれらの取締りを強化しているが，法律

上の問題もあり，逮捕した被疑少年の多くがすぐに釈放されてしまう等，警察

による取締りが治安改善に直結していない問題がある。 

２０１６オリンピック・パラリンピック・リオ大会開催に向け，リオ州政府

としても，治安を担当する公安局を中心として，一般治安の改善を最優先課題

の一つとして取り組んでいるが，市民の体感治安はむしろ悪化している現状に

ある。 

    

２．一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

（１）第２四半期総括 

州政府は凶悪犯罪対策に注力しており，殺人，強盗の発生数は UPP が設置

された２００８年以降２０１２年まで減少傾向にあった。しかしながら，２

０１３年初頭から再び増加に転じ，２０１４年以降，その傾向が特に顕著に

なっている。また，窃盗総数及び犯罪総数にいたっては，過去１０年間軒並

み増加傾向にある。   

一般治安悪化の理由については，まずは当地の経済事情の悪化が挙げられ

るが，相次いで新設された UPP に多数の人員を配置したため，既存の警察署

の人員不足が深刻化したことや，リオ＋２０，コンフェデ杯，ローマ法王来

訪，昨年のワールドカップと大規模行事が立て続けに開催され，これらに対

する警備及び大規模デモ対策に多くの人員を割かれ，人員不足が一層顕著に

なったことなども指摘されている。 



第２四半期においては，特に７月中，フラメンゴ地区，ボタフォゴ地区とい

った邦人が多く居住し，多数の日本企業が所在する南部地区において強盗事件

が多発しており，体感治安の悪化が懸念されている。 

２０１４年のリオ市の人口１０万人当たりの犯罪発生率は，日本との比較

で殺人が約２３倍（２０１３年は２８倍），強盗は約５１０倍（２０１３年は

３７５倍）と極めて高い比率で推移している。 

 

１． リオ州・市犯罪発生状況 ２０１５年７月（前年同月比増減数） 

              リオ州                      リオ市 

殺人              ３０４（－４１）        ８６（－１） 

  強姦               ４２７（－５５）          １４０（－２３） 

商業施設強盗       ５９４（－８２）            ２４１（＋５） 

住居侵入強盗         ９６（－２０）            ２８（－５） 

  車両強盗         ２４２９（＋１５９）     １１７６（＋２０４） 

  路上強盗          ４８９３（－１５８５）    ２８１８（－３５９） 

交通機関内強盗     ６１２（＋７９）         ３０８（－２２） 

  携帯電話強盗       ９７０（－２１１）       ５８０（＋１５０） 

  強盗総数        １１３９４（－７２３）      ６１７３（＋８９） 

  窃盗総数        １４２７４（＋２９２）      ７３６０（＋５４３） 

 

２．ZONA SUL犯罪発生状況 ２０１５年７月（前年比） 

 

フラメンゴ・ボタフォゴ地区 

殺人          ０（±０） 

  商業施設強盗      ５（－５） 

住居侵入強盗      １（±０） 

  車両強盗       １５（＋３） 

  路上強盗       ９８（－２０） 

  交通機関内強盗     ３（－３） 

  携帯電話強盗     ２４（＋１１） 

  強盗総数      １７７（－１５） 

  窃盗総数      ４０３（－３７） 

コパカバーナ地区 

  殺人          ０（±０） 

  商業施設強盗     １３（＋５） 

住居侵入強盗      １（±０） 

  車両強盗        ０（－２） 

  路上強盗       １１（－１７） 



  交通機関内強盗     ３（±０） 

  携帯電話強盗     ４（－４） 

  強盗総数      ４９（－３１）  

  窃盗総数     ４３１（－６４） 

 イパネマ・レブロン地区 

殺人          １（－１） 

  商業施設強盗      ９（－４） 

住居侵入強盗      ３（＋３） 

  車両強盗        ０（－５） 

  路上強盗       ４１（－３） 

  交通機関内強盗     １（－５） 

  携帯電話強盗     １９（＋８） 

  強盗総数       ８７（－１８）  

  窃盗総数      ３７１（－５４） 

 

   

２． 一般事件等（邦人の安全に関係するものを抜粋） 

（１）イパネマ地区の銀行前で出待ち強盗事件が発生 

７月７日午後２時５５分頃，リオ市イパネマ地区のヴィスコンデ・デ・ピラ

ジャ(Visconde de Pirajá)通りとジョアナ･アンジェリカ（Joana Angelica）

通りの交差点付近に位置する銀行（Banco do Brasi※邦人も多く利用）で女性

１名が現金を引き降ろした。  

女性が銀行を出たところ，待ち構えていた男１名がけん銃で同女を脅し，女

性が所持していたカバンを引き渡すよう要求した。女性はカバンを離さず，逆

に強く抱えるなどして抵抗した結果，犯人が発砲し，女性の脚に命中した。  

その後犯人は，同女のカバンを奪ってラゴア方向に逃走したものの，湖内に

逃げ込んだところを，追跡してきた第２３州軍警察本部の警察官らによって逮

捕された。女性は美容院勤務で，従業員へ渡す給料を引き降ろした直後被害に

遭った模様。 

（２）地下鉄ウルグアイアーナ駅内で強盗殺人事件が発生 

 ７月１０日（金）正午頃，リオ市地下鉄ウルグアイアーナ駅の切符売り場前

において，男性１名が強盗に襲われた。 警察によれば，被害者は銀行で現金

を引き落とした後，男３名に尾行され，地下鉄の切符売り場に並んだところを

いきなり後ろから発砲されたとのこと。 警察では，防犯カメラの映像等から

犯人の割り出しを急いでいる。 

（３）レブロン地区の住宅街で侵入強盗事件が発生 

８月４日午後３時頃～午後７時頃の間 ，リオ市内の高級住宅街であるレブ

ロン地区のマンションに，犯人グループ（８名）がマンションの警備担当者か



ら各個人宅の鍵を奪ってマンション内に侵入。その後，少なくとも３世帯を連

続して襲撃し，子供を含む住民を人質に取るなどして多額の現金，宝石，電気

器機等を奪って逃走。 事件を察知した警察は，現場に急行したが，既に犯人

グループは逃走していた。 

 ※自宅の鍵は，決して他人に預けることなく個人で保管することが必要 

（４）イパネマ海岸における集団強盗事件（邦人が遭遇） 

   ８月９日午後３時頃，イパネマ地区８番ポスト付近海岸において，邦人が

海岸の西方（レブロン地区方面）から大勢の人々が東に向かって逃げている

現場に遭遇した。邦人は，周囲の状況から，アハスタウン（地引き網）と呼

ばれる集団強盗事件（注：通常，１０～２０名の少年が海水浴客を拳銃，ナ

イフ等で脅し，次から次へと所持品を奪っていく）と判断し，素早くその場

を離脱した。 

（５） リオ・スル・ショッピングセンター前における逮捕事案（邦人が遭遇）  

８月９日（日）午後６時頃，リオ市内ボタフォゴ地区ショッピングセンタ

ー「ＲＩＯ ＳＵＬ」前路上において，邦人１名が自宅に戻るため，タクシ

ー乗り場に向かっていたところ，進行方向から少年１名が走ってきたかと思

うと，その後方から拳銃を構えた警察官が何かを叫びながら同少年を追尾し

（警察官の銃口は邦人の方向に向けられていた），取り押さえるのを現認した

(注：当地では，警察官が容易に発砲する傾向があり，これにより犯人との銃

撃戦に発展するケースも散見される）。 

（６） 当館広報文化センター直近における集団強盗事件（邦人が遭遇） 

８月１１日(火）午後３時頃，セントロ地区のサンタンデール銀行（Rua 

Presidente Antonio Carlos 40：当館広報文化センターから約５０ｍの地

点）において，邦人が口座手続きを終え，銀行を出ようとしたところ，出

入り口が閉鎖されていた。警備員に理由を尋ねたところ，同銀行前におい

て「アハスタウン（地引き網）」と呼ばれる集団強盗事件が発生しており，

銀行外に出るのは危険である旨の説明を受けた。邦人は約１５分間に渡り

同銀行内に閉じ込められたが，その後開放された。 

（７） セントラル駅等の爆破予告 

８月１４日（金），インターネットの WHATSAPP（LINE アプリに酷似）上

で，リオ市の地下鉄駅に対する爆破予告に関する情報が拡散（リオ市内の

地下鉄駅を攻撃するとして以下の音声メッセージが流布）。 

●８月１４日のラッシュ時（17時から 19 時の間）に，最も利用客が多い「パ

ブ－ナ駅」及び「セントラル駅」の利用を避けるように。 

●（犯人グループは）「パブーナ駅」と「セントラル駅」を爆破するため大

量の手榴弾と，爆発物を購入した。 

● 私は大勢の人々が死ぬのを想像したくないのでこのメッセージを送っ

ている。 



 ※ 公安局は上記二駅の捜索を実施，結果として爆破事件は発生せず 

（８） リオ市内各海岸を中心にアハスタウンが連続発生 

９月１９日（土），２０（日），リオ市内ゾナ・スール（南部地区）各地

でアハスタウン（集団強盗事件）が連続発生し，約30人が強盗に関与した疑

いで逮捕された。  

当地では，例年，冬期が終わり，海水浴シーズンが始まる９月頃から，特

に週末の午後に海岸線を中心にアハスタウンが多発する傾向にある。 

（９） ニテロイ地区での殺人事件 

１０月３日（土），カーナビ・アプリの誤操作が原因で，伯人老夫婦（リ

オ市レメ地区居住）の乗車した車両がニテロイ市内のファベーラに迷い込

み，その際，マフィアと思われるグループから約２０発もの銃撃を受け，

車両の助手席に乗っていた妻（６９歳）が死亡した。 

（当地では，各地に点在するファベーラに入り込むと，問答無用で銃撃さ

れる危険性をよく認識し，GPSに過度に依存することなく，安全性を最優先

に通行ルートを事前に吟味する必要性あり） 

 

４．テロ・爆弾事件発生状況 

 事件の発生は認知していない。 

 

５．誘拐・脅迫事件発生状況 

 邦人被害は確認されていない。 

 ２０１５年７月中，リオ州内で短時間誘拐１１件（うちリオ市７件），脅迫

１８２件（うちリオ市８２件）が発生しており，いずれも高い水準で推移して

いる。 

   

以上 


